
街
を
元
気
に
！
　
い
ま
わ
た
し
達
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
？

未
来
に
向
か
っ
て
、活
力
あ
る
武
蔵
台
を
創
る
！
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（1）

３
位
」
と
報
じ
ら
れ
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
こ
の
数
値
は
実
態
と
異
な
る
と
反
論
さ

れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
統
計
的
な
数
値
を
基
に
客
観
的

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
、
武
蔵
台
サ
ロ
ン
、

こ
ど
も
屋
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
夏
祭
り
等
々
。

少
し
ず
つ
住
民
相
互
の
絆
が
育
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
わ
た
し

達
の
街
を
客
観
的
に
見
る
と
、
社
会
全
体
が

成
長
と
活
力
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
30
数
年
前

と
は
大
き
く
変
わ
り
、
高
齢
化
、
空
き
家
の

増
加
、人
口
の
減
少
な
ど
、難
し
い
課
題
が
目

の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
台
の
老
年
化
指
数
（
65
歳
以
上
と
14

歳
以
下
の
人
口
比
率
）
は
、
平
成
28
年
１
月

の
統
計
で
６
６
８
で
し
た
。
こ
れ
は
、
埼
玉

県
の
平
均
値
１
９
１
の
実
に
3.5
倍
で
す
。
今

年
９
月
の
朝
日
新
聞
埼
玉
版
の
コ
ラ
ム
記
事

で
、「
埼
玉
県
政
策
課
題
研
究
グ
ル
ー
プ
が

ま
と
め
た
報
告
書
の
中
で
、
武
蔵
台
が
県
内

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
消
滅
可
能
性
ラ
ン
キ
ン
グ

す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
３
年
以
上
に
渡
り
、
東
急
不
動
産
グ
ル
ー

プ
は
東
京
大
学
都
市
工
学
科
の
協
力
を
得

て
、
武
蔵
台
の
現
状
把
握
と
未
来
へ
の
提
言

を
ま
と
め
る
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
達
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
、
い
く
つ
か
の
提
言
を
基

に
、㈱
東
急
不
動
産
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
が
『
空

き
家
活
用
の
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
実

施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。
武

蔵
台
の
空
き
家
を
東
急
側
が
借
上
げ
て
、
若

い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
東
京
大
学

の
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
貸
出
す
。
ま
さ
に
、
武

蔵
台
活
性
化
に
結
び
つ
く
空
き
家
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
東
大
や
東
急
不
動
産
グ
ル
ー
プ
の
専
門
家

に
よ
る
提
言
を
基
に
そ
の
活
動
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
16
日
に
は
「
武
蔵
台
の
今
と
未
来
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
自
治
会
だ
け
で
な
く
、
日
高
市

や
社
会
福
祉
協
議
会
も
後
援
す
る
企
画
で

す
。
住
民
み
ん
な
の
問
題
で
あ
り
自
ら
の
行

動
が
武
蔵
台
に
活
力
を
創
り
ま
す
。
そ
し
て
、

未
来
を
見
据
え
た
活
動
の
中
に
高
齢
世
代
と

若
い
世
代
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こま武蔵台シンポジウム開催
　約40年前武蔵台は近代的で　多くの方が憧れた夢
のニュータウンでした。全国的にニュータウンの空
き家、空洞化などが問題になっています。そしてそ
の問題をいちはやく解決したいと取り組む自治体が
増えてきました。武蔵台でも良さを残しながら元気
な街になるのかを考えていくシンポジウムが開催さ
れます。
　3名の専門家が武蔵台の今と近未来について話します。
・中村　文彦　横浜国立大学　副学長
都市交通計画の課題専門

・樋野　公宏　東京大学都市工学科　准教授
2015年よりアンケートなどを実施。武蔵台団地　
街づくりの共同研究実施中

・鈴木　亮平　NPO法人バルーン代表
ショッピングセンター「ふれあいマルシェ」にて
こども屋台プロジェクトを指導中

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長
　
　
柳
　
沢
　
弘
　
二

●皆さんはどんな武蔵台を夢見ますか？●

2018年12月16日（日）14時から（13:30開場）
武蔵台公民館▷入場無料

わ
た
し
達
の
街
は
、「
居
場
所
づ
く
り
」
や

「
交
流
の
場
づ
く
り
」
を
や
っ
て
き
ま
し
た
！

若
い
世
代
が
移
り
住
み
、

高
齢
世
代
と
の
コ
ラ
ボ
が
生
ま
れ
る
街
を
目
指
し
て
！

に
評
価
さ
れ
た
状
況
は
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
武
蔵
台
を
、
将
来
に
向
け
て
持
続
し
、
活

力
の
あ
る
街
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
次
の
世

代
の
ひ
と
達
に
対
す
る
わ
た
し
達
の
責
任
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
緑
濃
く
、
風
が
季
節
の

香
り
を
運
ん
で
く
る
自
然
豊
か
な
街
を
、
次

の
世
代
の
ひ
と
達
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
、
わ
た
し
達
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と
は
な
に
か
？

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
中
で
、
い
ま
最
も

重
要
な
こ
と
は
、『
若
い
世
代
が
移
り
住
む
』

街
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
『
高
齢
世
代
と
若

い
世
代
の
コ
ラ
ボ
が
生
ま
れ
る
』
街
を
目
指
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9
月
15
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
市
防
災
訓
練　
８
月
26
日（
日
）�報
告

・
安
否
確
認
参
加
率　
９
５
９
戸
／
46・５
％

・	

防
災
無
線
放
送　
５
丁
目
地
域
の
改
善
対

策　
Ｈ
31
年
度
デ
ジ
タ
ル
化

（
２
）
体
育
祭
に
つ
い
て　
９
月
30
日
（
日
）

（
３
）
武
蔵
台
公
民
館
文
化
祭
に
つ
い
て　

10
月
27
日
（
土
）・�

28
日
（
日
）

（
４
）
夏
祭
り
報
告

・
10
協
力
団
体
と
57
人
の
地
域
協
力
者
へ
礼

　
状

（
５
）
武
蔵
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄

付
金
（
１
８
４
、９
２
３
円
）

（
６
）東
急
不
動
産-

空
き
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
説
明
会
に
つ
い
て　
９
月
22
日（
土
）

・	

自
治
会
三
役
及
び
関
連
部
門
長
、
各
地
域

団
体
長
参
加
予
定

・	

地
区
計
画
や
住
環
境
が
守
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
考
慮

（
７
）
老
朽
街
路
樹
の
調
査
、
倒
木
危
険
樹

の
伐
採
に
つ
い
て

・
３
本
の
危
険
樹
木
あ
り

（
８
）
中
央
通
り　
５
丁
目
脇
、
木
綿
沢
交

差
点
付
近
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
騒
音
対
策

（
９
）６
丁
目
果
樹
の
広
場　
下
草
刈
り（
９

月
22
日
）�

と
有
効
活
用
案
の
検
討

（
10
）
資
源
ご
み
回
収
業
者
・
宮
本
商
店
廃

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　
平
成
30
年
度
（
9
月
）

　
第
6
回
定
例
役
員
会
報
告

　
平
成
30
年
度
（
10
月
）

　
第
7
回
定
例
役
員
会
報
告

業
に
伴
う
対
応

・
11
月
か
ら
ま
す
や
商
店
に
決
定

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

４
丁
目　

　
自
治
会
加
入
者
が
３
名
中
２
名
で
班
長

を
担
当
。
会
長
を
交
え
て
相
談
予
定

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

事
務
局　

	

事
務
所
の
エ
ア
コ
ン
、
掃
除
機

が
壊
れ
た
の
で
購
入
を
し
た
い

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

会
計
部　
夏
祭
り
会
計
報
告

安
全
対
策
部　

	

月
に
60
数
件
ほ
ど
の
要
望

と
対
応
を
フ
ァ
イ
ル
化

環
境
衛
生
部　

	

街
路
樹
下
に
植
物
を
植
え

て
い
る
が
手
入
れ
を
し
て

い
な
い
所
は
除
草
し
た
い

文
化
厚
生
部　

	
10
月
の
サ
ロ
ン
は
防
災
教

室

（
４
）
会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告

会
長
／
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
９
／
17
（
月
）	

天
皇
皇
后
両
殿
下
訪
問
記

念
碑
除
幕
式

・
９
／
21
（
金
）
地
域
ケ
ア
会
議　

・
９
／
22
（
土
）	

東
急
不
動
産
／
空
き
家
活

用
説
明
会

・
10
／
19
（
金
）	

高
麗
神
社
例
大
祭

・
10
／
20
（
土
）
台
中
30
周
年
記
念
式
典

10
月
20
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
協
議
事
項
】

（
１
）
４
丁
目
２
ブ
ロ
ッ
ク
８
班
と
９
班
の

統
合
に
つ
い
て

・	

班
会
合
に
て
各
班
の
実
状
を
理
解
し
統
合

の
合
意
を
図
る

（
２
）東
急
不
動
産-

空
き
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

・	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
回
覧
、
広
報
誌
で

周
知
を
図
る

・	

地
域
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
こ

と
を
前
提
に
し
た
Ｐ
Ｊ
に
す
る

（
３
）
こ
ま
武
蔵
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
郊
外

型
住
宅
団
地
の
今
、
将
来
」

・	

12
／
16
（
日
）
公
民
館
に
て

・	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

自
治
会
、
日
高
市
、
社
協
が
後
援

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
中
間
決
算
の
監
査
実
施
（
10
／
８
）

（
２
）
武
蔵
台
公
民
館
文
化
祭
（
10
／
27-

28
）

の
模
擬
店
出
店
準
備
状
況

（
３
）
団
地
内
大
掃
除
を
11
月
11
日
に
予
定

（
４
）
11
／
14
（
水
）
バ
ス
旅
行
の
参
加
者

募
集
継
続

（
５
）
老
朽
街
路
樹
の
調
査
、
幹
線
道
路
沿

い
倒
木
危
険
樹
の
伐
採
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

（
１
）
事
務
局　
事
務
所
エ
ア
コ
ン
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
更
新

（
２
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

会
計
部　

	

今
年
度
社
協
会
費
集
計
値　
　

４
３
４
千
円
（
対
前
年
19
％
増
）

環
境
衛
生
部　

	

　
　
　
　

	

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
防
水
保
全

作
業
を
順
次
開
始

体
育
部　

	

11
／
４
ペ
タ
ン
ク　
11
／
24
ハ

イ
キ
ン
グ

（
３
）
会
長
／
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

・	

11
／
15
（
木
）	

福
祉
ネ
ッ
ト
会
議

・	

11
／
21
（
水
）	

区
長
研
修
会
／
地
域
ケ
ア

　
会
議

バ
ス
旅
行
申
し
込
み

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

（3）
　
８
月
26
日
開
催
の
「
防
災
訓
練
」
か
ら
３

か
月
が
過
ぎ
、
そ
の
間
に
日
本
を
襲
っ
た
台

風
21
号
、
24
号
で
の
水
害
や
風
害
、
北
海
道

で
の
Ｍ
７
地
震
で
の
自
宅
損
壊
で
、
い
ま
だ

に
多
く
の
方
が
避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
当
団
地
付
近
は
地
盤
が
硬
い
こ
と

か
ら
地
震
の
揺
れ
が
増
幅
さ
れ
ず
建
物
被
害

が
少
な
い
は
ず
と
安
心
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
、
そ
の
影
響
が
防
災
訓
練
後
の
「
安
否

確
認
46
％
」
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
さ
か
ら
も
推

測
で
き
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
自
然
災
害
へ

の
危
機
意
識
が
低
い
の
で
は
と
推
定
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
、
よ
く

考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。
建
屋
の
倒
壊
が
無

い
だ
け
で「
安
心
、安
全
」と
は
言
え
ま
せ
ん
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
食
糧
供
給
（
総
称
：

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）
が
絶
た
れ
た
場
合
、
こ
の

地
域
で
の
「
陸
の
孤
島
化
」
事
態
が
と
て
も

心
配
で
す
。

　
特
に
「
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
で
14
歳
以

下
の
住
民
率
）
の
値
が
高
い
当
団
地
で
す
の

不
可
欠
！
防
災
努
力
の
心
構
え

　
武
蔵
台
が
で
き
た
頃
は
30
～
40
代
の
家
庭

が
多
く
、
男
性
は
都
心
へ
仕
事
に
行
く
た
め

日
中
は
女
性
の
み
が
こ
の
街
に
い
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
あ
る
街
と
は
違
い
武

蔵
台
に
は
男
性
の
い
る
会
社
や
個
人
店
な
ど

が
な
い
の
で
、
消
防
団
な
ど
も
作
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。人
口
も
急
激
に
増
え
、

消
防
活
動
な
ど
の
課
題
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
、
武
蔵
台
に
「
武
蔵

武
蔵
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

～
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
～

台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
20
名
ほ
ど
の
方
が
消
火
栓
、
放
水
、

防
火
な
ど
の
練
習
を
し
て
、
そ
れ
を
学
校
の

生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
な
ど
で
消
火
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、

こ
の
街
で
は
今
に
至
る
ま
で
火
災
、
小
火
は

少
な
い
件
数
で
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
武
蔵
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」
も

会
員
の
高
齢
化
や
時
代
背
景
が
変
わ
り
、
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
活
動
費
と
し

て
当
時
の
日
高
町
、
武
蔵
台
自
治
会
よ
り
受

け
た
お
金
の
清
算
を
し
ま
し
た
。
金
額
は

18
万
４
９
２
３
円
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
こ
の
度
、
市
役
所
に
確
認
を
し
武
蔵
台

自
治
会
へ
寄
付
を
す
る
こ
と
を
了
解
い
た
だ

き
、
９
月
に
自
治
会
へ
18
万
４
９
２
３
円
を

頂
き
ま
し
た
。

「
武
蔵
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」
の
当
時
の
会

長
さ
ん
か
ら
、
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
届
い
て

い
ま
す
。
消
火
栓
の
蓋
を
開
け
る
、
ホ
ー
ス

を
繋
ぐ
、
放
水
を
す
る
一
見
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ど
の
作
業
も
と
て
も

力
の
い
る
も
の
で
す
。
当
時
、
練
習
を
し
て

い
た
時
に
「
こ
れ
は
女
性
に
は
難
し
い
の
で

は
？
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
初
期
消
火
が
日
々
の
生
活
で
は
大
切
な

こ
と
。
そ
し
て
日
頃
訓
練
を
し
て
い
て
も
や

は
り
火
を
見
る
と
、
と
て
も
怖
く
な
り
練
習

の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。初
期
消
火
は
命
、

街
を
守
る
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
日
頃
か

ら
心
が
け
、
練
習
す
る
機
会
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
防

災
婦
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�
（
広
報
部
・
渡
部
）

　
９
月
16
日
（
日
）
10
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
マ
ル
シ
ェ
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
は
子

ど
も
好
き
な
曲
も
流
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方

が
日
曜
日
の
昼
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
屋
台
の
主
役
た
ち
は
10
月
21
日（
日
）

の
マ
ル
シ
ェ
で
メ
ダ
カ
の
販
売
に
向
け
て
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
と
て
も

活
動
し
や
す
い
時
期
で
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
他
毎
月
第
１
週
に
も
く

る
く
る
市
場
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぶ
ら

り
と
武
蔵
台
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。　

（
広
報
部
・
渡
部
）

♪
毎
月
第
３
日
曜
日
は

マ
ル
シ
ェ
の
日
で
す
♪

で
、冬
に
向
っ
て
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
遮
断
」

が
長
期
化
さ
れ
ま
す
と
、
特
に
高
齢
者
、
幼

い
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
生
活
面
で
の
大
打

撃
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
災
害
時
の
「
減
災
努
力
」
の

心
構
え
を
常
に
保
ち
、
自
治
会
に
頼
ら
ず
各

家
庭
側
に
て
し
っ
か
り
と
発
揮
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
是
非
、
日
高
市
の
防
災
対

策
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
直
ぐ
に
で
も
着
手
し
、

準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

（
安
全
対
策
部
・
水
谷
）日高市の防災対策ページから
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体育祭が晴天の中
開催されました

　
第
４
回
武
蔵
台
サ
ロ
ン
は
防
犯
教
室
第
２

弾
と
し
て
、「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」
の
問
題

に
つ
い
て
、
武
蔵
台
在
住
の
川
地
光
恵
さ
ん

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
自
治
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
問
題
に

従
事
し
て
来
た
講
師
の
お
話
し
は
大
変
分
か

り
や
す
く
、
要
点
を
ま
と
め
た
レ
ジ
メ
の
配

布
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
お
話
し

に
納
得
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
の
手
・
こ
の
手
と
迫
っ
て
来
る
悪
質
商

法
を
七
つ
に
分
類
し
て
、
①
リ
フ
ォ
ー
ム
商

法　
②
か
た
り
商
法　
③
利
殖
商
法　
④
送

　
恒
例
の
体
育
祭
が
、
10
月
７
日（
日
）武
蔵

台
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

順
延
に
よ
り
、
当
日
早
朝
か
ら
の
準
備
と
な

り
ま
し
た
が
、
役
員
の
み
な
さ
ん
の
働
き
で

無
事
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
徒
競
走
に
始
ま
り
、
人
気
の
パ
ン
食
い
競

争
は
整
理
券
を
用
意
す
る
程
の
盛
況
で
あ
っ

た
り
、
レ
ス
キ
ュ
ー
綱
引
き
で
は
、
応
援
メ

ン
バ
ー
が
到
着
す
る
前
に
、
決
着
が
つ
く
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
た
り
し
ま
し
た

が
、楽
し
い
雰
囲
気
で
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
両
自
治
会
の
対
決
は
、
武
蔵
台
地
区
が
前

半
の
リ
ー
ド
を
守
り
き
っ
て
の
勝
利
で
、
12

り
付
け
商
法　
⑤
押
し
買
い　
⑥
次
々
販
売

　
⑦
催
眠
商
法
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
例

を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
、
次
の
格
言
を
実
行
す
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ

ル
回
避
の
秘
訣
で
す
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
格
言
を
覚
え
て

実
行
し
て
下
さ
い
。

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
自
治
会
名
物
の
巨
釜
に
よ
る
豚

汁
で
し
た
が
、
大
変
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
ち
そ
う
様
で
し
た
。�

（
体
育
部
）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
☎
１
８
８
で

す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

武
蔵
台
サ
ロ
ン
防
犯
教
室

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
問
題
」

お
お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
電
話
切
る

か
買
い
ま
せ
ん
、
帰
っ
て
下
さ
い
と
押
し

返
す

し
し
つ
こ
い
な
、
そ
ん
な
相
手
は
１
１
０

番
な
悩
む
よ
り
、
早
く
良
く
効
く
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ

武
蔵
台
サ
ロ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は
バ
ス
旅
行
で
す

12
月
12
日
（
水
）
落
語
（
今
年
最
後
に

大
笑
い
し
ま
し
ょ
う
！
）

（
文
化
厚
生
部
・
柏
木
）
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台
小
放
課
後
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
10

月
12
日
（
金
）
３
時
か
ら
台
小
の
グ
ラ
ン
ド

に
６
歳
～
80
歳
代
と
幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま

り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
準
備
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
地
区
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
グ
ル
ー
プ
の
方
が
教
え

て
い
ま
し
た
。
１
時
間
と
い
う
中
で
一
生
懸

命
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
狙
っ
て
叩
い
て
い
ま

し
た
。

　
気
合
が
入
り
す
ぎ
て
目
標
よ
り
は
る
か
先

へ
行
っ
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
。
以
前
開

催
し
た
時
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
子
ど
も

た
ち
の
中
で
人
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ

と
何
回
か
開
催
し
た
ら
、
大
会
を
開
催
で
き

る
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
上
手
に
な
り
そ
う
で

す
。�
（
広
報
部
・
渡
部
）

台
小
放
課
後
教
室

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

こ
れ
か
ら
も
武
蔵
台

　
今
年
も
ま
た
巾
着
田
の
曼
殊
沙
華
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
と
共
に
遠

方
よ
り
友
達
が
遊
び
に
来
ま
す
。
武
蔵
台
か

ら
歩
い
て
巾
着
田
や
少
し
遠
く
の
高
麗
神
社

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
散
策
に
出
か
け
ま
す
。
帰

り
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
季
節
の
栗
を
ど
っ
さ

り
お
土
産
に
買
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
武
蔵
台
は
居
な
が
ら
に
し
て
四
季
の

自
然
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
年
の
初
め

の
高
麗
神
社
の
参
拝
に
始
ま
り
、
桜
通
り
で

春
の
景
色
を
満
喫
し
、
夏
の
川
遊
び
や
、
そ

し
て
秋
の
彼
岸
花
や
コ
ス
モ
ス
と
、
健
康
を

兼
ね
て
の
散
策
に
は
打
っ
て
つ
け
で
す
。

　
武
蔵
台
に
住
み
早
30
年
、
年
と
共
に
様
変

わ
り
し
て
、
家
と
共
に
私
達
も
老
朽
化
は
し

リ
レ
ー
随
想

　
武
蔵
丘
車
両
検
修
場
で
は
８
月
27
日
武
蔵

台
公
民
館
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
受

け
入
れ
を
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
小
学
生
と

ご
家
族
合
わ
せ
て
18
名
の
皆
様
に
来
場
頂
き

ま
し
た
。
地
元
の
皆
様
に
武
蔵
丘
車
両
検
修

場
を
御
理
解
頂
く
た
め
、
毎
年
恒
例
で
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
観
光
電
車「
52
席
の
至
福
」の
車
内

見
学
や
、電
車
の
運
転
台
・
放
送
装
置・
ド
ア

操
作
等
い
ろ
い
ろ
な
装
置
に
ふ
れ
て
頂
き
、

子
供
た
ち
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
武
蔵
丘

車
両
検
修
場
で
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
が
で

き
た
な
ら
、
私
た
ち
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
高
麗
中
学
校
生
の
職
場
体
験

や
読
売
子
供
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
西
武
鉄
道
武
蔵
丘
車
両
検
修
場相

浦　
伯
明

武
蔵
台
公
民
館

ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ま
し
た
が
、
登
下
校
の
子
供
達
の
元
気
な
声

を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
静
か
で
落
ち
着
い
た
武

蔵
台
に
根
付
く
つ
も
り
で
す
。�

（
Ｍ
・
Ｋ
）

　
「
犬
の
フ
ン
放
置
禁
止
」

　
犬
と
散
歩
し
て
い
る
方
を
た
く
さ
ん
見
か

け
ま
す
。
犬
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
方
、
数

匹
の
犬
の
リ
ー
ド
を
束
ね
、
サ
ー
カ
ス
小
屋

の
調
教
師
の
よ
う
に
歩
く
人
な
ど
様
々
ー
ー

ペ
ッ
ト
は
生
活
に
喜
び
を
与
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に
し
ま
す
。

　
当
方
、
巾
着
田
へ
の
散
歩
を
日
課
に
し
て

い
ま
す
が
、あ
ち
こ
ち
に
「
フ
ン
放
置
禁
止
」

の
看
板
を
見
受
け
ま
す
。
実
際
、
散
歩
コ
ー

ス
に
は
放
置
物
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
フ

ン
の
不
始
末
、
犬
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
分
で
処
理
で
き
な
い
ん
で
す
か
ら
、

責
任
は
飼
い
主
に
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
本

当
に
可
愛
い
家
族
の
一
員
な
ら
ば
「
始
末
」

は
い
と
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

（
Ｔ
・
Ｍ
）
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今
年
に
入
り
武
蔵
台
も
い
ろ
い
ろ
変
わ

り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
方
の
記

事
を
読
む
こ
と
で
皆
さ
ん
の
考
え
や
思
い

な
ど
も
感
じ
ま
す
。
今
年
度
の
広
報
紙
も

あ
と
２
回
。
少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
届

け
た
い
と
楽
し
み
で
す
。

�

（
広
報
部
・
渡
部
）

編
　
集
　
後
　
記

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

日高市立武蔵台中学校長　　金井　健治
　過日、創立30周年記念式典を、谷ヶ﨑市長様を
はじめ多数の来賓の方にご臨席を賜り、盛大に挙
行することができました。
�　本校は、平成元年４月１日に開校して以来、す
でに3322名が卒業しており、現在、成人された卒
業生は、社会の担い手として、様々な分野で活躍
していると聞いています。この式典を実施するに
あたり、幾度も学校へ出向き、さまざまな面でご
尽力いただいた地域の皆様に対し、深く感謝申し
上げます。
　さて、今、大学入試改革や小中一貫教育、コミュ
ニティ・スクールの導入など、学校を取り巻く教

育環境は大きな変換期を迎えています。このよう
な中で生徒がいかに生きていくか、急激な社会の
変化にどう対応していくかなどのさまざまな能力
を身につけていくことが求められています。
　本校の教育目標の「明るく心豊かな生徒」「自ら
学び深く考える生徒」「ねばり強くやり抜く生徒」
を目指し、徳・知・体の調和のある人間形成の育
成に努めることが、私たち教職員にとって地域や
保護者の皆様の信頼にこたえることであると確信
しています。この30周年を機に、武蔵台中学校が
さらに発展するために、学校と地域が一体となっ
て、これからも歩み続けることを願っています。

11月４日（日）午前８時30分～
（午前中に終了します）
場所：武蔵台小学校

石
井
　
博
子
（
82
歳
）
五
─
二
十
七
─
九

　
ご
逝
去
日
　
七
月
七
日
　

町
田
　
ふ
み
子
（
93
歳
）
一
─
十
九
─
二
十
一

ご
逝
去
日
　
十
月
三
日
　

創立30周年を無事迎えることができました

株式会社東急不動産R＆Dセンター　副センター長　藤江�亨
　東急不動産は会社設立以来、首都圏を始め全国
各地において団地開発を行ってきました。今その
団地が時間の経過とともに高齢化し、様々な課題
を抱えております。こうした課題に対して、ディ
ベロッパー (開発業者)としてどう取り組んでいけ
ば良いのかの検討・研究を数年前から開始しまし
た。こま武蔵台においては、団地の活性化の研究
をしている東京大学都市工学科樋野研究室との共
同研究として2015年から取組みを開始しました。
　まずは団地の住民の皆様の意識調査から始まり、
学生たちによる課題解決の提案、ふれあいマルシェ
の活性化の一環として「こども屋台」の出店など
を手掛けて参りました。

　団地の課題解決には住民の皆様の活動が不可欠
です。今回、団地の活性化につき、住民の皆様に
少しでも関心をもって頂き、団地活性化の担い手
となって頂くことをお願いし、12月に有識者を招
いてシンポジウムを開催いたします。また、団地
問題で深刻になりつつある空き家対策の一環とし
て、若者世代に魅力的なリニューアル工事を行い、
新たな入居者の掘り起こしを試験的に行って参り
たいと思います。
　住民の皆様のまちづくり活動や、いつまでも住
み良い団地への一助となるべく支援をして参りた
いと思いますので、ご協力の程、よろしくお願い
申し上げます。

次の時代へ一緒に進みたい

ペタンク大会
お 知 ら せ


